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両群とも葉酸濃度の平均値は日本人の基準値下限であった（2.8 ng/ml vs. 2.9 ng/ml, 
p=0.019）。一方、ホモシステイン濃度は対照群に比較して患者群で有意に高かった
（17.2 nmol/ml vs. 14.5 nmol/ml, p=0.001）。 
 種々の因子で調整した結果、患者群では対照群に比較して MTHFR 遺伝子の C677T
多型頻度は有意に高く（OR=1.71, 95%CI: 1.21-2.43）、A1298C 多型頻度は有意に低か





考   察 
 
 本研究の結果は、カザフスタン共和国における乳がん発症において、MTHFR 遺伝
子多型が関連している可能性を示唆するものであった。本研究でもカザフスタン共和
国における葉酸摂取量が低いことが示唆されたが、遺伝子多型の発がんメカニズムの
関与を解明するにあたって、栄養状態含めた生活因子、環境因子の関連を考慮するこ
とが必要であると考えられる。また、近年欧米諸国を中心に、葉酸補充食の摂取を通
じた葉酸、ホモシステイン代謝の改善が図られてきており、今後カザフスタン共和国
のように比較的葉酸摂取が少ないと考えられる地域における介入的調査を行うこと
も重要であると考えられる。 
